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㈱豊田自動織機 橋野 賢悟

『ゼロ』から始まるQC生活
ｻｰｸﾙﾘｰﾀﾞｰから推進者に。

( ハシノ ケンゴ )( トヨタジドウショッキ )

3年前､私はサークルリーダーでした｡

前推進者の推薦で推進者になる事に

なりました。家庭では4児の父になり

様々な気づきを得ながら成長できました｡

リーダーしか経験のない私が

心･夢･技を持つ理想の推進者を目指し

自分のため､仲間のため､会社のため､

歩む3年間の推進活動です｡

長草工場 自動車事業部

長草工場は大府市で自動車の生産をしている｡

壁面に描かれた三本線は求める人材とし

心･夢･技を持ち仕事に取り組む人材になる

願いが込められ現在、RAV4を造っている｡

製造部 車体課・QC推進委員

19サークル

2件/年約10名

231名

私の所属するボデー工程のQCC活動を紹介｡山田推進

委員が心･夢･技の継承を行う為､工夫のある働きかけに

尽力いただいた｡進捗ボードを活用した心の醸成を行い

選抜大会では全152サークルの最も優秀な事例を

決める大会でボデー同士で全社の切符を争うほどまで

に活発にし全19サークルをBゾーン以上へと成長

させた山田推進委員はまさしく心･夢･技を持って仕事

に取り組み QCに強い職場の礎を築いた推進者である｡

報告者、橋野の紹介。私は鹿児島市に生まれ､

幼少期は建築業に営む父の背中をみて育ち

モノづくりに携わりたいという気持ちから2004年

豊田自動織機に入社｡ヴィッツを生産するボデー

工程にて下積みを10年行った｡転機としてRAV４を

生産する工場に転属｡そこで5ゲンの大切さに気づき

5ゲンに拘った活動が認められ､転機での気づきの

大切さを知りリーダーへと拝命された｡
私がQCで気づきを得た出来事の紹介｡2013年､

初めて参加した全社大会で自職場の推進者事例を

聴講｡夢を持つ大切さを学び、

いつかは全社に出たいという夢が芽生えた。

2014年、傾聴できるリーダーに出会い、共に活動し

夢の全社大会へと出場できた｡2016年､

アドバイザーから主体性の大切さを教えてもらい

運営事例として2度目の全社大会で報告を行った｡

(株)豊田自動織機 PC
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私の転機｡2021年山田推進委員の

推薦でサークルリーダーの私は

次の推進者になることに｡アドバイザーすら

経験したことのない私は自己肯定感ゼロへ戻り

『サークルリーダーから推進者に｡

ゼロから始まるQC生活』がスタートした｡

まず推進者の仕事内容を勉強｡ボデー工程では

組毎にサークルが分かれ19サークルある｡推進者は

進捗確認や大会運営を行っている｡進捗確認は

QCノートを使い、ノートをパスポートと呼ばれる

クリアファイルに入れ各ステップごとにリーダー･

アドバイザー･世話人 最後に推進者の私がフォロー

できる仕組みになっている｡その他業務も把握した｡

リーダーしか経験のない私が推進者となり､

家庭では4児の父となり

様々な気づきを得ながら､

歩む3年間の活動を報告する｡

取り巻く環境｡豊田自動織機は持続可能な

社会の実現と、SDGs達成への貢献を行っている

工場課題は職制への負荷が大きい事｡

職場のスローガンは『笑顔と対話』で

何でも言い合える環境を作るという理念を掲げ

QCでは、困り事の吸い上げを行い､

それらの課題に取り組んでる｡

気づきの大切を痛感し育休から復職｡職場に戻った

私は現在の状況を現状把握｡目標はBゾーン以上で

全サークルが目標達成中､しかしCゾーンに近い

BゾーンのサークルもありAゾーンとBゾーンの

比較調査｡するとｘ軸イ･ロ･ハに違いがあり項目毎

の弱点を把握｡さらに推進者会議で､変化点の通達｡

報告書点を72点以上に変更するという内容｡

20年ぶりの改定が推進委員1年目と重なった｡

推進者になって一か月。私は妻の妊娠時に

育児休暇を取らせてもらえるか職場へ相談した｡

承認を得て就任して1か月後、4人目となる待望の

長男が産まれ､人生初の育児休暇を取らせていた

だくことに｡育休を取り、普段してない家事･

育児を行い､4人目にして､その大変さを身に

染みて感じ、自分の行いを反省し

気づきの大切さを再度、痛感した。

※QCノートとは当社独自の進捗確認用ノートの事｡



報告書点に対しても調査｡報告書点とは､

活動評価を基準とし減点方式で採点された点数で

全サークルを事務局の田中さんが採点している｡

点数の推移をみるとこのままでは未達になると

判明｡さらに気づきの大切さを元に､

前推進者との比較を実施し､

心･夢･技を持つ理想の推進者を目指す｡

まずは自分の問題点を連関図にて要因解析｡

重要要因として

傾聴していない

主体性がない

教授できない

3つの要因に対して活動計画を立てることに｡

･･･想いもよらぬ回答｡

「橋野さん 話は聞いてくれるけど気持ちは

判っていないですよね？」

私の話しのきき方は ストライクボールだけを

求めるキャッチャーのように受けるだけの

存在だと気づきを得た｡

3年間の目標設定

工場スローガン心･夢･技を実現させる為､

3つの目標設定。

個人の目標として理想の推進者へなる､

自身の成長 組織の目標として

Ｘ軸は各項目4点以上

報告書点は目標点以上を目指す｡

1期目 心のステージ 傾聴力

活動が遅れるサークルはx軸 イ･ロ･ハが

低い傾向にあると気づいた。まずは傾聴が

必要だと考えた私はBゾーンの提出が遅れている

リーダーに書き方を聞きにいくことに｡

「ノートどうやって書いてる？」と

傾聴のキャッチボールを始めるつもりが･･･

傾聴ってなんだろう？

気づきを振り返り自問自答｡

自らが変わる為 普段しない読書にも挑戦｡

本から知識を吸収し話をきくことは大事なこと｡

きく という言葉には3つの意味があり都合の

良いことを聞く相手を理解しようと聴く理解を

促進する訊くがあると 気づきを得た｡

3つのきくを理解し寄りそう傾聴を行っていく｡



さっそく学んだ傾聴を実践｡リーダーに聴いてみる

とノートをせっかく､書いても指摘の連鎖で先に進

めないと困り事を確認｡次にアドバイザーに傾聴を

実践｡前にも同じ事を言ったと悩みを聴けた｡まと

めるとやり取りが伝わってない事実が判った｡副世

話人に訊いてみるとやり取りを記録してみては？

とアドバイスをもらい対策案を検討する事に。

対策の実施 QCノートに貼り付けて使用する

やりとりシートが誕生｡運用における簡単な

ルールを決め、実践開始｡やりとりが一目で判る

傾聴できるアイテムを作成｡

リーダーからも「見直し時間を削減できた」と

喜びの声を聞けた｡やりとりシート活用により

見直し時間を削減できた｡

早速､新リーダーを集め交流会を実施｡目指す姿を

議論｡勝ち上がれるサークルを目指し全社大会に

出場したい｡トーナメント表を作りましょう！と

意見がでた｡意見を元にトーナメント表を作成｡夢

を持つことは大事だけど、QC本来の目的と｡ズレ

ている気がする｡夢について、目指す姿を確認す

べく､もう一度会合｡QCの基本理念は自分のため､

仲間の為､会社の為に行うと解説を加え会合開始｡

皆の困り事を解決した結果良い活動だと認めても

らえる｡新リーダーはこの二つが夢だと気づいた｡

効果の確認 心のステージではやりとりシートを

作成｡自身の傾聴力が成長 サークルレベルは

X軸イ QCの基本知識が向上し2サークルが

Aゾーンとレベルアップ｡

さらに報告書点も72点と達成し相乗効果として

SDGｓ働きがいの向上に繋がる活動ができた｡

2期目 夢のステージ 主体性 変化点として

事務局田中さんより目標を72点から73点に

引き上げると通達｡また報告書点が

上がるとは･･･更なる向上が必要になった｡さら

に環境の変化として次期モデル立ち上がりに

向けリーダー6名が変わるという変化点｡夢のス

テージでは新リーダー6名の育成がカギとなる｡

職場に戻り困り事を吸い上げを行う新リーダー｡

だが上手くいかず､ひと苦労｡「え 紙ですか･･」

とZ世代の若手から総攻撃｡早速､新リーダーは

路頭に迷ってしまった。Z世代とは28歳以下の

若者を指し幼少期からネットが発達しデジタルへ

の抵抗が少なく不便なモノへの洞察力を持ってい

る｡総攻撃を受けた新リーダーと､一緒に困り事の

吸い上げの現状把握を行う事に｡



困り事の吸い上げは記入用紙の作成から始まる｡

印刷･切り取り･配布する｡書いた紙を持ち現地を

確認｡Z世代は紙を使ったやり取りが苦手だと判

明｡そこで得意なスマホを使って本音を聴きだす

と「いきなり渡されても」と逆に困らせていた｡

やり取りの中でリーダーはZ世代はスマホでは次

々と発言する事に気づき､得意なデジタルを使い

吸い上げができないか?と意見｡早速、検討開始｡

困り事を吸い上げる為の系統図を作成｡スマホ

を使いFormsアンケートで回答を収集｡パソコン

で確認･共有を行う案を採用｡次に最適なプロセス

を検討する為PDPC法にて必要条件のフローを

作成｡名前に誤記入を防止する工夫や安全･品質の

項目やヒヤリか想定なのか区分を分け優先順位を

つけやすい工夫を織り込み作成｡PDPC法を活用

し効率的に情報共有できる仕組作りができた｡

3期目 技のステージ 教授力 環境の変化として､

またもや報告書点の見直しがあり75点以上が

目標となった｡更なる変化点として今期より

評価項目の見直しがあり系統図の使用が必須

項目になった｡「大きな変化にみんなついて

これないのでは？」と事務局へ抗議。系統図は

リーダーに教育しているから大丈夫と回答｡

どんな教育か実際に受講することに｡

対策前は用紙を配り確認していたが対策後は

スマホでQRコードを読み取るとアンケート画面

が表示され回答できるようになった｡

わざわざ紙に書かなくても､困り事を共有でき

るようになった｡さらに掲示できるトーナメント

表を作成｡職場の代表を全員が応援できるように

なった｡困り事･職場の代表､それぞれを共有

できる仕組作りができた｡

2期目効果の確認 夢のステージでは困り事を言い

やすい環境作りとトーナメント表を作成｡自身の

主体性と表現力が成長｡サークルレベルはX軸ロ

運営能力が向上｡1サークルがAゾーンへとレベル

アップ｡報告書点も74点と目標達成｡相乗効果は

スマッシュAサークルが選抜大会で2位に入賞｡

惜しくも全社大会には出場できなかったが

SDGs働きがいの向上に繋がる活動ができた｡

リーダーへの教育を確認｡しっかりと教育が

できていた｡しかしリーダーは不満そうな顔。

話を訊くと「メンバーが判らないから系統図を

作れないんです」と本音を確認｡

スマホでアンケートを実施すると

メンバーの91％理解していないと判明｡

系統図が浸透できていない事実を特定｡



プレス担当の青山推進委員協力のもと系統図を

使っているリーダーと使っていないリーダーを

集め､ボデーとプレスのリーダー交流会を実施｡

それぞれの理由や意見を交換し気づきを得た｡

みんなの気づきを親和図法で解析｡

問題点として今の資料では系統図の教育が

できないことが重要要因だと判明｡

対策の実施 独自の勉強会資料を作成リーダーと

協業して教えやすい資料を作成｡各サークルが

勉強会を実施できるようになった｡資料を

使った勉強会と報告を全サークルが実施｡

教育前後のスマホアンケートでは理解度を

98％まで向上できた｡また工程の壁を越えた

リーダー交流会は､やる気アップに繋がるとの

声もあり系統図以外の交流会も検討をしていく｡

標準化と管理の定着 運営アイテムの3つを､

標準化･教育訓練･維持管理を5W1Hを用いて

実践する｡水平展開として現在､

やりとりシートは製造部リーダー教育で横展開｡

困りごとのデジタル化は

デジタル推進改善事例で全社展開｡

系統図資料は全従業員対象7年目教育で

私も講師として使用していく｡

効果の確認 技のステージでは系統図の資料を

使った教育を実施｡自身の教授力が成長｡

サークルレベルはX軸ハ 手法の使い方､まとめ方

が向上｡ひとサークルがAゾーンとレベルアップ｡

さらに報告書点も78点と目標達成。

3つの行動目標を達成できた｡

3期のまとめ 心のステージ やりとりシートを

作成し傾聴できる､心の醸成｡夢のステージ

夢を実現できる困りごとと職場の代表の共有

技のステージ 独自の勉強会資料作成｡技を

磨ける職場作り｡相乗効果として長草工場、

全サークルの代表を決める大会でボデー工程が

選ばれ､スマッシュAサークルは

昨年度は叶わなかった夢のステージ、全社大会

にて報告することができた｡

おんじょうゆうあい

温情友愛の精神を発揮し家庭的美風を作興すべし

これからも 自分の為、仲間の為、会社の為、

QC活動を通して人間性を尊重し､働きがいの

ある職場作りを目指す｡

はっき かていてきびふう さっこう

※意味 相互信頼と対等なパートナーシップを大切に、

人材育成と強いチームワークづくりを

進めなければならない。

※

最後に 私の好きな社是を紹介する｡


